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1. はじめに 

 歯科領域では外来患者の感染症検査を実施

することは稀であり、問診では自覚症状のない

HBV・HCV などの感染患者を見過ごすことが

ある。歯科医療の安全を確保して感染を防止す

るために、歯科医療従事者が全患者にスタンダ

ードプレコーションを実施することが要求さ

れている[1]。歯科器材の次世代滅菌法として、

低温かつ毒性残留物がない等の利点を持つ酸

素プラズマ滅菌法が、近年注目されている。一

方で歯科材料に対するプラズマ滅菌法の素材

適合性はまだ殆ど調べられていない。本研究で

は、高周波酸素プラズマにおける各種歯科材料

の素材適合性を調べることと目的とする。 

2. 実験方法 

 容器内を低温（60℃以下）に維持した低圧高

周波酸素プラズマを用いた。バイオロジカルイ

ンジケータ（BI）により容器内の圧力および処

理時間を変化させて、滅菌効果を評価した。そ

れぞれの条件において、酸素プラズマ中の粒子

種を発光分光スペクトルにより調べた。また、

ダイヤモンドバーやシリコンポイントの表面

に芽胞の懸濁液を塗付し、酸素プラズマを照射

することにより滅菌効果を評価した。材料の表

面状態の変化は、SEMや FTIR により確認した。 

3. 結果及び考察 

本実験では好熱菌芽胞を内包したバイアル

型 BI を用いて実験を行った。滅菌効果は照射

時間とともに向上し，圧力が 40 Paのときに最

も滅菌率が高いことが分かった。図 1 の励起酸

素分子の圧力依存性と合わせて考えると、励起

酸素分子が主要な滅菌因子であると考えられ

る。歯科用リーマーとダイヤモンドバーに酸素

プラズマを数回の滅菌処理に相当する４時間

照射し、SEM より表面を観察した。図 2 に示

すように表面に劣化は見られない（左：照射前、

右：照射後）。酸素プラズマをシリコンチュー

ブに 1 時間照射し、FTIR により化学構造の変

化を観察した（図 3）。化学構造に顕著な変化

は現れなかった。 
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Fig 1. The light emission intensities at 761 and 
777nm varying the oxygen pressure. 

Fig. 3. FTIR spectra of silicon rubber. 
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Fig 2. Observation of deterioration by SEM. 
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